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には，有能な TA (Hilfskraft) もつけてもらえたため，なんとか 3コマのゼミ
ナール担当を乗り切ることができた。2
　2015/16年の冬学期は，2015年 10月 12日から 2016年 2月 12日まで。最




2 担当したのは以下の 3コマである。(Ger. 104 ) Internationale Rezeption der Kinder- 
und Hausmärchen der Brüder Grimm, (Ger. 105) Einführung in die Märchenforschung, 











する理由もないため，履修者数 (必要枚数 ) を記入して返信した。
実施時期・方法
　2015年 11月 30日から 12月 11日の間に実施された。一学期には約 15回

















・性別   □ 女   □ 男   □ 無回答
・取得している資格について □ 専門 (単科 ) 大学向けアビトゥーア   □ アビ
　トゥーア (大学入学資格試験 )   □ 職業教育   □ 大学
・あなたは何セメスターに在学中ですか □ 1   □ 2   □ 3   □ 4   □ 5   □ 6 
　　□ 7   □ 7以上
・あなたはどの課程に在学していますか  □ 教職課程 1 (小学校，4年生まで ) 
 □ 教職課程 2 (基幹学校・実科学校，5年生～ )   □ 教職課程 3 (ギムナジウム，
5年生～ )   □教職課程 4 (職業学校等 )   □ バッチェラ  ー  □ マスター
・これまでの授業への出席  □ およそ三分の一   □ およそ半分   □ ほぼ毎回
・この授業のための週の勉強時間    □ 0～ 30分   □ 30分～ 1時間   
　　□ 1～ 2時間   □ 2時間以上








　　□ 時間 (授業の日時 )
2. この授業がどの程度次の内容に当てはまるか，選んでください。


























　 17.1  時間 （セメスター全体）
 17.2  時間 （毎回の授業）
 17.3  内容 （分かりやすい筋道）






3. この授業に当てはまるものはどれですか (複数回答可 )
　□ 学際的   □ 協同学習   □ 最新の研究   □ 理論と実践の融合













片方は出席が 3分の 1から 2のグループ，もう一方はほぼ全回出席のグルー
プで，両グループの回答の結果を併記したものである。


























































































































































　ドイツらしく感じたのは，試験 (やレポート ) を三回受験 (提出 ) して不可
だった場合には，退学となることである。成績入力をする際の学生のリスト
には，その学生にとって何回目の受験であるかが書かれている。1/3とあっ
た場合は，一回目である。私のクラスではほとんどの学生が一回目だったが，
一人の学生から，隣の州の大学で三回不可を取り，カッセル大学に移ってき
たということを聞いていたため，緊張感を持った。入学試験はないが，適性
のない分野を専攻した責任は本人にあるということなのだろうか。ちなみに
その学生は，非常に要領が悪いが，授業への参加は非常に熱心で欠席もなく，
日本であれば参加度を評価されて，比較的良い成績を修めるのではないかと
感じた。6 
　成績評価に関して最も驚いたのは，成績の提出締切が設定されていないこ
とであった。つまり，学生が必要な時までに成績が出そろえば良いのである。
日本では，履修者が 10人の授業であれ，300人の授業であれ，採点締切日が
同一の場合が多いと思う。配慮されたとしてもせいぜい数週間だろう。実際
には，履修者数だけでなく，レポートの内容によっては，評価に時間を要す
るのだから，締切がないのは合理的に感じた。（就職などの関係で，すぐに
評価が必要な場合には，先生と個人的に連絡をとるようだ。） 
　そこでもう一つの謎が解けた。学生が「2年前の授業のレポートを提出し
6 日本の学費は高いが，かわりにこうした学生へのケアは充実している。近年は「入
門ゼミナール」などでレポートの書き方等の指導が受けられる。
124
て良いか」と聞くことがあり得るのは，締切がないからであった。教員が受
け付けてくれれば提出が可能なのだ。
　教員側の採点だけでなく，このように学生のレポートの提出に関してもゆ
るやかであるため，学生は何度も「レポートの提出締切日」を尋ねてきた。
当初は，教員によって多少の差はあるにしても，成績締切日から逆算して，
提出期限はどの授業でもだいたい似たようなものだろうと思い込んでおり，
今決めなくても大丈夫だろうと，先延ばしにしていたのである。
　事務の方々に相談したところ，レポートの提出締切は基本的には学期末だ
ということだったため（実際には非常にゆるいが），金曜の授業のレポートは，
3月 31日を締切日とした。学生たちは締切を守って提出してくれたが，私が
帰国後に本務校での業務に忙殺されたため，ドイツのゆるさに甘えて，多く
のレポートの点数を出したのはゴールデンウィークになってからだった。
　6月 20日には，1名の男子学生から成績問い合わせのメールが来た。そこ
には「他の履修者にはもう点数が出ているみたいなので，心配になってメー
ルを書いた」と書かれていた。「もしもまだ採点の途中でしたら，点数が今
すぐ必要というわけではありません。急ぎません」と書いてあった。次の学
期が終わろうという時期なのに急がない，というのはドイツ的に感じた。実
際には，彼の点数もゴールデウィークに送っていたのだが，手違いで一人だ
け入力されなかったらしい。すぐに事務に連絡し，入力してもらった。
　その他，残りの数本のレポート（提出が締切ギリギリだったもの）の採点は，
8月初頭になってしまったが，どこからも苦情は来なかった。
　あとは，数年後に「あの時履修した者ですが，レポートを出しても良いで
しょうか」といった問い合わせが来ないことを願うのみである。
